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「横帯グラフ設定マクロPlus」とは

Excelマクロで組んだ設定画面上で、
横帯・横棒グラフの色・枠線の太さ・データラベルの文字色等を

一括で変換できるマクロです。
例えば・・・
以下の横帯グラフAの設定を変更する場合について説明します。

〔横帯グラフA〕

『横帯グラフ設定マクロPlus』を実行すると・・・

設定された通りにグラフの色、データラベルが変更されます。

設定は項目ごとに設定可能なため、強調したい項目だけを目立たせること等もできます。

〔横帯グラフA‘〕

グレー1色の横帯グラフを････ 各選択肢、任意の色・データラベル・枠線の太さに設定！

マクロ実行前 マクロ実行後



「横帯グラフ設定マクロPlus」の設定方法

4ページ目

横帯グラフの塗りつぶしの
特殊効果有無や、
目盛表示について設定できます。

軸・目盛線・区分線・要素の間隔
について設定できます。
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横帯グラフ・枠線の色やフォント等の
設定ができます。

5ページ目

6ページ目

3ページ目
マクロを施すグラフの形式を選択します。

基本機能

特殊効果・目盛表示

サブ機能

グラフ種別



「横帯グラフ設定マクロPlus」の設定方法

「横帯グラフ設定マクロExcel」の設定 グラフ種別

〔横帯グラフ設定マクロExcel〕

②グラフ種別を選択します。
 マクロを施す元グラフの形式を選択します。
・横帯グラフ
・集合縦棒グラフ
・積み上げ横棒グラフ
から選択可能です。

①「横帯グラフ設定マクロPlus Excel」を開きます。
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③色の設定
 ・グラフ
 ・グラフの枠線
 ・データラベルのフォント
 ・データラベルの地
 ・データラベルの枠線

 上記の各色は、各セルを希望する色で
 塗りつぶして設定します。
※塗りつぶしの色を「透明」に設定した場合、表示が“なし”になります。

⑤データラベルのフォントの設定
 データラベルの「フォントサイズ」と「太字」を設定します。
 フォントサイズは数値で入力します。
※フォントサイズは0.0～100.0の数値で設定可能です。

“0”と入力すると、データラベルの掲載が“なし”になります。
※この数値の表記を「太字」にすると、データラベルも「太字」で設定されます。

⑥データラベルの表示形式の設定
 データラベルの「表示形式」を入力します。
※マクロExcel上の「【参考】表示形式」に表示形式のサンプル
を幾つか置いてあります。ご参照ください。
また、【参考】にない表示形式でも、データラベルの表示形式
として設定できるものであれば設定可能です。

〔横帯グラフ設定マクロExcel〕

④枠線の太さの設定
 ・グラフの枠線の太さ
・データラベルの枠線の太さ
を数値で入力します。

※枠線の太さは0.00～100.00の数値で設定可能です。
“0”と入力すると、枠線表示が“なし”になります。

選択肢が10個よりも多い場合は、
O列以降に同様に設定を入力してください。

「横帯グラフ設定マクロPlus」の設定方法

「横帯グラフ設定マクロExcel」の設定

ex）選択肢が5個の場合、、、、、

基本機能
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「選択肢6」以降に設定が入力されていても、
グラフに適用されるのは 「選択肢1」～
「選択肢5」までの設定となるため、
選択肢6以降の入力内容は無効となります。

横帯グラフの選択肢と同じ数、設定を入力してください。



⑦特殊効果有無では、横帯グラフの特殊効果塗りつぶし（グラデーションなど）をドロップダウンで選択します。
特殊効果塗りつぶしが不要の場合、「通常」を選択してください。
特殊効果は50種類から選択可能です。（7ページの［表1］を参照してください。）

〔横帯グラフ設定マクロExcel〕

⑧パターンの色では、柄に使用する色でセルを塗りつぶして設定します。（③に出てくる「グラフの色」と2色の組み合わせ柄になります。）
※⑦の特殊効果有無で「通常」を選択している場合、色は反映されません。
※セルの塗りつぶしを「透明」にした場合、“グラデーション”以外の特殊効果は無効となります。

⑨目盛表示設定で、
 目盛変更有無を選択します。
「変更なし」を選択した場合は、
以降がグレーアウトし、入力不要
となります。

⑩目盛表示設定で「変更あり」を選択した場合、
 「任意の設定に変更する」か
「表示している目盛を非表示にする」かを選択します。

 「表示している目盛を非表示にする」を選択した場合は、
 以降がグレーアウトし、入力不要となります。

⑪最小値・最大値で、グラフ目盛の下限・上限を
 数値で設定します。
 ②のグラフ種別で“横帯グラフ”を選択している場合は、
 この項目がグレーアウトし、入力不要となります。

特殊効果・目盛表示

「横帯グラフ設定マクロPlus」の設定方法

「横帯グラフ設定マクロExcel」の設定

以降の設定は不要

次ページへ

以降の設定は不要

次ページへ

⑬表示形式で、グラフ目盛表示形式を
選択・入力します。
②のグラフ種別で“横帯グラフ”を選択している場合、
「0％」「0.0％」「0.00％」の3つから選択可能です。
“集合横棒グラフ”もしくは“積上げ横棒グラフ”を
選択している場合は、グラフ表示形式として設定できる
表示形式を入力してください。

⑫表示間隔で、グラフ目盛の
 表示間隔を数値で設定します。
※目盛表示間隔を20％刻みにする場合、
 「20」と入力してください。以降の設定は不要

次ページへ
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⑭サブ機能設定を「設定する」場合は、チェックをいれてください。
設定しない場合は、以降がグレーアウトし入力不要となります。

〔横帯グラフ設定マクロExcel〕

⑮軸の表示あり/なしを選択します。
「表示なし」の場合は、以降がグレーアウトし入力不要となります。⑱まで進んでください。

「サブ機能」設定では、軸や目盛線・区分線などの細かい横帯グラフの設定が変更できます。

⑰軸の「線の色」を、セルを塗りつぶして設定します。
※塗りつぶしの色を「透明」に設定した場合、表示が“なし”になります。

⑯軸の「線の種類」をドロップダウンで選択します。
7ページの〔表2〕の8種類から選択できます。

⑱軸の「線の太さ」を、数値で入力します。
※枠線の太さは0.25～100.00の数値で設定可能です。

⑲軸の「目盛表示位置」を、ドロップダウンで選択します。
7ページの〔表3〕の4種類から選択できます。

⑳目盛線・区分線についても、軸の⑮～⑱と同様に設定します。

㉑要素の間隔の、変更あり/なしを選択します。
変更しない場合、以降がグレーアウトし入力不要となります。

㉒要素の間隔で「変更あり」を選択した場合、
 「数値」に変更後の数値を入力します。

※要素の間隔は0～500の数値で設定可能です。
※ここに入力する数値が小さいほど、要素の間隔が狭くなるため、グラフが太くなります。

サブ機能

「横帯グラフ設定マクロPlus」の設定方法

「横帯グラフ設定マクロExcel」の設定
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以降の設定は不要

次ページへ

以降の設定は不要

次ページへ
軸の設定に関する注意点

軸も目盛の一部のため、前ページ⑨の「目盛表示設定」で
「変更なし」を選択していると、軸を変更ができなくなります。

また、⑩の「表示している目盛を非表示にする」を
選択している場合も軸が非表示になるため、設定できません。

軸を変更したい場合は、⑨⑩の設定をご確認ください。



参考資料

なし

交差

内向き

外向き

目盛表示位置（4種類）

〔表3〕

◆各設定の詳細

説明 入力制限

マーカーの形を設定します。9種類から選択することが出来ます。 9種類から選択

マーカーのサイズを設定します。 100までの数値

マーカーを塗りつぶす色を設定します。 セルの塗り潰しのみ可能

マーカーの枠の色を設定します。 セルの塗り潰しのみ可能

折線の種類を設定します。8種類から選択することが出来ます。 8種類から選択

折線の色を設定します。 100までの数値

マーカーの枠線の太さ マーカーの枠線の太さを設定します。 100までの数値

線の太さ 枠線の太さを設定します。 100までの数値

マーカーの枠線の太さと

線の太さを

一緒に設定する場合…
線の太さ（＆マーカーの線の太さ） 折線とマーカーの枠線の太さを設定します。 100までの数値

データラベルのフォントのサイズを設定します。

数値を太字にすると、データラベルも太字になります。
数値＆太字設定可能

データラベルのフォントの色を設定します。 セルの塗り潰しのみ可能

↓設定できるマーカー・線の種類は以下になります。

フォントの色

マーカーの枠線の太さと

線の太さを

別々に設定する場合…

折れ線

各設定

枠線の色

線の種類

線の色

フォントサイズ・太字

マーカー

データ

ラベル

形

サイズ

マーカーの色

99.9

99.9

円形

ひし形

四角形

三角形

X印付きの四角形

ｱｽﾀﾘｽｸ付きの四角形

短い棒

長い棒

+付きの四角形

＊

マーカーの種類（9種類）

実線

点線（丸）

点線（角）

破線

一点鎖線

長破線

長鎖線

長二点鎖線

線の種類（8種類）

〔表2〕〔表1〕※横帯グラフの色を「赤」、パターンの色を「白」で設定した場合の特殊効果

なし

交差

内向き

外向き

特殊効果（50種類）

全体全体全体全体全体全体全体全体

全体

全体

全体全体全体全体全体全体全体全体全体

全体全体全体全体全体全体全体全体全体

全体全体全体全体全体全体全体全体全体全体

全体全体全体全体全体全体全体全体全体全体

全体

通常

（特殊効果なし) グラデーション 点線5% 点線10% 点線20% 点線25% 点線30% 点線40% 点線50% 点線60%

点線70% 点線75% 点線80% 点線90%

対角ストライプ：

右下がり

対角ストライプ：

右上がり

対角ストライプ：

右下がり (反転)

対角ストライプ：

右上がり (反転)

対角ストライプ：

右下がり (太)

対角ストライプ：

右上がり (太)

縦ストライプ：

明るい

横ストライプ：

 明るい

縦ストライプ：

 細い

横ストライプ：

細い

縦ストライプ：

暗い

横ストライプ：

暗い

ストライプ：

バックスラッシュ

ストライプ：

スラッシュ

横ストライプ：

 波型横線

縦ストライプ：

波型縦線

紙ふぶき (小) 紙ふぶき (大) 大波 小波 れんが (斜め) れんが (横) 網目 編み込み 切り込み 格子 (点)

ひし形 (点線)

グリッド うろこ ざらざら 球 格子 (小) 格子 (大) 市松模様 (小) 市松模様 (大) ひし形 (枠のみ) ひし形 (強調)

「横帯グラフ設定マクロPlus」の設定方法

「横帯グラフ設定マクロExcel」の設定
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「横帯グラフ設定マクロPlus」の実行方法

〔横帯グラフA〕 〔横帯グラフA‘〕

⑤完成！ マクロの設定に基づいて、横帯グラフが変更されます。

④Alt + F8を押下しマクロを開き、『横帯グラフ設定マクロPlus』を実行します。
※このウィンドウにマクロが表示されない場合、
 [マクロの保存先(A)]から『横帯グラフ設定マクロPlus』を選択してください。

①Excel〔横帯グラフ設定マクロPlus Excel〕を開き、各設定を入力します。
※マクロExcelの設定はP3～6を参照してください。

③マクロを実行したい横帯グラフを選択（アクティブ状態）してください。

「マクロを施す横帯グラフExcel」の設定
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マクロ実行前 マクロ実行後

②マクロを施したい横帯グラフがあるExcelを開いてください。

マクロ実行すると…
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